
公益社団法人高知県シルバー人材センター連合会 令和７年度事業報告 
 

少子高齢化が進行する中で、働く意欲のある高齢者が、年齢にかかわりなく能力や経

験を活かして生涯現役で活躍し続けることが強く求められています。 

生涯現役社会を実現するため、シルバー人材センター事業（以下「シルバー事業」と

いう。）の役割は、ますます重要となっています。 

シルバー事業の現状は、会員数及び契約金額について、新型コロナウイルス感染症の

影響により減少していましたが、近年、各センターの地道な取り組みもあり、回復傾向

となってきています。 

こうした状況の中で、各センターはシルバー会員が地域の担い手としての役割を発揮

していけるように、引き続き会員拡大や就業開拓の支援に取り組むとともに、令和６年

11 月から施行された「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」（以下「フ

リーランス法」という。）を踏まえた新たな契約方法への移行を円滑に行えるよう、各セ

ンターの準備にも支援してきました。 

 

１．会議等 

(1)総 会  令和７年６月 13日 
 

(2)理事会  ３回開催 

①令和７年 ５月 16日 令和６年度事業報告及び決算、令和７年度定時総会等 

②令和７年 10月 31日 第１回補正予算、業務執行状況報告等 

③令和８年 ３月 18日 令和８年度事業計画及び収支予算、業務執行状況報告等 

 

(3)事務局長会議 

①令和７年 ６月 ６日 会員増に向けた取り組み、適正就業・安全就業の

取り組み、インボイス及びフリーランス法への対

応等 

②令和７年 10月 16日・17日 新たな契約方法への対応、派遣事業の課題等 

③令和８年 １月 30日 新たな契約方法への対応、派遣事業の課題に対す

る対応等 
 

(4)連合会安全委員会 

①令和８年 １月 30日 令和７年度 12月末までの事故の概要報告 

 

２．個別事業 

(1)安全・適正就業推進事業 

シルバー会員の傷害事故のうち重篤事故の発生可能性が最も高い剪定作業時等

の高所からの墜落・転落の防止と、他者や物件に対する損害賠償事故のうち、事故

発生が最も多い草刈作業中の刈払機による飛び石事故等の縮減を最重点課題とし

て取り組んだが、傷害事故及び損害賠償事故の発生件数は昨年度を上回るものとな



り、飛び石事故については近年最多の 33 件・賠償金 3,565 千円余り（確定分のみ）

と依然多発している状況となっている。 

センターが実施する安全パトロールに同行し安全就業の徹底を図るとともに、業

務に従事する会員が参加しやすい研修会とするため、安全就業研修の実施を希望セ

ンターに委託し、３件 58人の参加を得た。 

また、適正就業の推進事業としては、「シルバー人材センター適正就業ガイドラ

イン」に沿った業務運営を行うため、昨年に引き続き各センターから受注リストの

報告を求め、関係法令に抵触しているものなど改善の必要なケースについて、業務

の修正や廃止などの適切な対応を行うよう促し適正就業の取り組みを強化した。 
 

・安全就業研修（連合会主催分） 

①令和７年 ７月 31日            飛び石事故防止対策等研修（高知市） 

                                    32人 
 

・安全就業研修（SC委託分） 

①令和７年 ６月 30日         交通安全研修（須崎広域 SC）  16人 

②令和７年 ７月 15日・ ９月 30日  刈払機等を安全に使うための座学と実技 

（安芸市 SC）   15人 

③令和７年 ７月 25日・29日・31日  安全運転研修（佐川広域 SC）    27人 
 

・安全パトロールへの同行 

①令和７年 ５月 26日 室戸市 SC    ⑥令和７年 12月 11日 佐川広域 SC 

②令和７年 ５月 27日 東洋町 SC    ⑦令和８年 １月 15日  土佐市 SC  

③令和７年 ６月 26日 嶺 北 SC      

④令和７年 10月 23日 四万十町 SC  

⑤令和７年 11月 20日 須崎広域 SC 
                          

(2)普及啓発推進事業 

各センターによる啓発ボランティア活動やシルバー月間を中心としたボランテ

ィア活動についての支援等を行った。また、会員拡大に効果があると考えられる

マスメディアを活用して広報などを実施した。 

①令和７年 10月  

「シルバー事業普及啓発促進月間」の啓発ボランティア活動を各センターで実施 

②令和７年４月～令和８年２月 ＴＶスポット広告の実施 
 

(3)就業開拓推進事業 

就業機会・会員の拡大等を図るため、令和７年度から 12 年度までの中期事業計

画目標値の設定を行い、会員数や就業延人員、契約金額などの目標管理を行った。 

また、全シ協主催の会議等に参加し収集した情報を提供するなど、就業開拓の

必要性の働きかけを行うとともに、就業開拓や会員拡大の推進のための資料（リ

ーフレット）を配布した。 

・全シ協主催の研修等への参加 



①令和７年 ９月 ８日 ～    会員拡大・就業開拓担当者会議(オンライン） 

②令和７年 11月 17日 ～    シルバー事業情報交換会（オンライン） 

③令和８年 １月 23日     安全就業指導員会議（東京） 
 

・研修会の実施 

①令和７年 ９月 24日      シルバー派遣事業研修会 

②令和 7年 11月 26日     会計研修会 
 

(4)交流研修事業 

春花まつりへの出店によるセンター間の交流を図るほか、四国ブロック役職員

研修会への参加などにより他県との交流を図った。 

①令和７年 ５月 ３日～５日  こうち春花まつり出店 

②令和７年 ７月 25日     四国ブロック役職員研修会（高松市） 

③令和７年 11月 14日       四国ブロック担当者研修会（オンライン） 

④令和８年 ２月 12日       四国ブロック幹事会・連合職員情報交換会 

（高知市） 
 

(5)センター設置促進事業 

未設置自治体に対する啓発活動に取り組んだ。 
 

(6)指導相談事業 

本年度は高知労働局と合同で会計事務及び適正就業を中心に指導を行った。 

①令和７年 11月 13日     安芸市 SC業務指導 

②令和７年 11月 17日     土佐清水市 SC業務指導 

③令和７年 12月 ４日     四万十町 SC業務指導 

④令和７年 12月 ４日     須崎市・中土佐町・津野町 SC業務指導 

⑤令和７年 12月 16日     四万十市 SC業務指導 

⑥令和７年 12月 18日     梼原町 SC業務指導 
 

(7)高齢者活躍人材確保育成事業 

高齢者や企業に対して、シルバー人材センターを積極的に周知・広報するとと

もに、実際の就業体験を通じて高齢者、企業双方のシルバーに対する理解を深め

ること、高齢者に必要な技能講習を行うことにより、シルバーの新規会員、新た

にシルバーを活用する企業の増加を図った。 

①シルバーに関する周知･広報(テレビ等の媒体による広報)を実施した。 

②シルバーでの就業に関心のある高齢者やシルバーの活用に関心のある企業を 

対象に、職場体験（見学）を実施した。 

  ・開催回数 １回   修了者数 10人 

③シルバー会員でない高齢者がシルバーの会員となり活躍することに興味、自 

信を持つことができるような技能講習会を実施した。 

・技能講習開催回数 21回   修了者   213人 

 



職場体験（見学）一覧 

講 習 名 開 催 地 講 習 日 日数 定員 
修了 

者数 

チップ作り職場見学 高知市 5 月 23 日(金) 1 10 10 

 

技能講習会一覧 

講 習 名 開 催 地 講 習 日 日数 定員 
修了 

者数 

刈払機取扱講習 高知市 5 月 22 日(木) 1 10 10 

家庭内清掃講習 室戸市 5 月 27 日(火)～28 日(水) 2 10 4 

スマホ講習 安芸市 6 月 19 日(木) 1 10 12 

刈払機取扱講習 嶺北地区 6 月 26 日(木) 1 10 11 

ＤＩＹ講習 安芸市 7 月 18 日(金) 1 10 10 

障子・襖張替講習 高知市 9 月 10 日(水)～11 日(木) 2 10 10 

庭木剪定講習 嶺北地区 9 月 19 日(金) 1 10 10 

クラフトバック作成講習 香南市 9 月 29 日(月) 1 10 11 

庭木剪定講習 土佐清水市 10 月 21 日(火)～22 日(水) 2 10 10 

庭木剪定講習 高知市 10 月 28 日(火)～29 日(水) 2 10 10 

刈払機取扱講習 香美市 11 月 11 日(火) 1 10 10 

庭木剪定講習 土佐市 11 月 18 日(火) 1 10 11 

刈払機取扱講習 四万十市 11 月 21 日(金) 1 10 10 

刈払機取扱講習 佐川町 11 月 28 日(金) 1 10 11 

果樹剪定講習 仁淀川町 12 月 11 日(木)～12 日(金) 2 10 10 

調理補助講習 須崎市 12 月 17 日(水) 1 10 12 

チェーンソー取扱講習 高知市 12 月 22 日(月)～24 日(水) 3 10 10 

果樹剪定講習 黒潮町 1 月 16 日(金) 1 10 11 

家事援助講習 高知市 1 月 21 日(水) 1 10 8 

刈払機取扱講習 須崎市 1 月 27 日(火) 1 10 10 

果樹剪定講習 宿毛市 2 月 5 日(木)～6 日(金) 2 10 12 

計 21 講習 210 213 

 

(8)シルバー事業（請負・委任）における契約方法の変更への対応 

令和６年 11 月に施行されたフリーランス法の趣旨を踏まえた対応として、厚生

労働省から示された方針に基づき、発注者から会員に対して直接業務委託が行われ



る形式となる契約方法（包括的契約）への円滑な移行を目指し、契約関係書類の整

備をはじめ、公共団体との協議、発注者向け説明会への出席、各センターの会員や

理事会への説明などの支援を行った。 

令和８年４月から 10センターが移行（一部移行を含む）する予定。 

 

①令和７年 ５月 ７日  嶺北 SC理事会で説明と意見交換 

②令和７年 ５月 21日  四万十市 SC理事会で説明と意見交換 

③令和７年 ５月 24日  土佐市 SC研修会(会員向け)で説明と意見交換 

④令和７年 ６月 17日  高知県会計管理課と協議 

⑤令和７年 ７月 １日  高知税務署と協議 

⑥令和７年 ７月 11日  新たな契約方法にかかる勉強会（高知市） 

⑦令和７年 10月 15日   高知市契約課・産業政策課と協議 

⑧令和７年 11月 26日  新たな契約方法にかかる会計研修 

⑨令和７年 12月 ３日  高知県雇用労働政策課が包括的契約への対応につい 

て庁内及び市町村に通知 

⑩令和８年 １月 26日  土佐市地元説明会で説明 

⑪令和８年 ２月 ３日  高知市契約課・産業政策課と協議 

⑫令和８年 ２月 27日  黒潮町総務課・健康福祉課と協議 

 

(9)公益法人制度改革への対応 

県内事務局長会議などを通じて、国や全シ協からの情報を共有するなど、各セ

ンターの支援に努めた。 

併せて、包括的契約への移行に伴う公益法人の認定の変更について、高知県雇

用労働政策課と協議を行い、変更にかかる届出内容を各センターに周知した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(10)事業実績一覧表<令和６年度・７年度比較>       

（単位：人、件、千円） 

センター名 
令和６年度 令和７年度 

会員数 契約件数 契約金額 会員数 契約件数 契約金額 

高   知   市 1,042 6,540 446,758 1,071 5,870 456,526 

佐 川 越 知 日 高 382  2,142 253,438 374  1,964 249,469 

い     の     町 247  1,548 111,838 249  1,544 115,587 

須崎市･中土佐町 
・津野町 

311  1,604 112,021  331  1,625 129,464  

香     南     市 197  2,135 112,113 212  1,926 108,243 

土  佐  清  水  市 120  935 33,277 121  954 33,736 

四  万  十  町 157  528 38,530 150  485 39,884 

室     戸     市 122  960 60,434 137  936 59,059 

黒     潮     町 155  1,450 56,786 157  1,450 61,911 

嶺            北 205  1,157 77,850 218  1,036 77,541 

土     佐     市 198  1,031 77,551 210  957 96,717 

四  万  十  市 257  902 60,268 248  929 56,083 

香 美 市 218  1,354 70,404 211  1,294 75,705 

南     国     市 191  976 67,494 201  776 68,978 

宿     毛     市 231  971 53,465 226  1,059 66,457 

安     芸     市 127  886 60,187 133  869 60,018 

仁  淀  川  町 159  773 30,026 163  815 33,811 

梼     原     町 104  300 31,627 91  287 34,915 

東     洋     町 24  164 5,718 27  194 7,192 

合   計 4,447 26,356 1,759,787 4,530 24,970 1,831,296 

※契約金額については千円単位で記載の為、合計金額が一致しません。 

  



３．会員の状況 

 (1)正会員  

会  員  名 所  在  地 電話番号 

(公社)高 知 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 高知市丸池町 1-1-14 088-882-3839 

(公社)佐川越知日高広域ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ 高岡郡佐川町乙 2386-1 0889-22-3721 

(公社)い の 町 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 吾川郡いの町 6032-3 088-893-2322 

(公社)須崎市･中土佐町・津野町ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ 須崎市土崎町 2-27 0889-42-1818 

(公社)香 南 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 香南市香我美町下分 646 0887-52-8390 

(公社)土 佐 清 水 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 土佐清水市浜町 6-22 0880-82-5757 

(公社)四万十町シルバー人材センター 高岡郡四万十町香月が丘 4-20 0880-29-6021 

(公社)室 戸 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 室戸市浮津 26 番地 5 0887-24-2018 

(公社)黒 潮 町 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 幡多郡黒潮町入野 2017-1 0880-43-2510 

(公社)嶺 北 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 長岡郡本山町本山 796-1 0887-76-2320 

(公社)土 佐 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 土佐市蓮池 2211-2 088-852-1123 

(一社)四万十市シルバー人材センター 四万十市佐岡 499-1 0880-35-3117 

(一社)香 美 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 香美市土佐山田町 262 番地 1 0887-53-0660 

(一社)南 国 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 南国市日吉町 2 丁目 3-28 088-863-4450 

(一社)宿 毛 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 宿毛市高砂 4-56 0880-79-0243 

(一社)安 芸 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 安芸市寿町 2-8 0887-35-3603 

(一社)仁淀川町シルバー人材センター 吾川郡仁淀川町大崎 460-1 0889-35-0020 

 梼原町シルバー人材センター 高岡郡梼原町梼原 1437 0889-65-1500 

 東洋町シルバー人材センター 安芸郡東洋町大字白浜 72 0887-24-3211 

 

(2)特別会員 

会  員  名 所  在  地 電話番号 

社会福祉法人  高知県社会福祉協議会 高知市朝倉戊 375-1 088-844-9054 

社会福祉法人  高知市社会福祉協議会 高知市丸ノ内 1-7-45 088-823-9515 

 



収支計算書
令和7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで

(単位：円)
予算額 決算額 差異

Ⅰ一般正味財産増減の部

 1.経常増減の部

(1)経常収益

労働者派遣事業収益 240,000,000 245,543,296 △ 5,543,296

労働者派遣事業収益 240,000,000 245,543,296 △ 5,543,296

有料職業紹介事業収益 0 0 0

有料職業紹介事業収益 0 0 0

高齢者活躍人材確保育成事業受託収益 33,440,000 32,353,332 1,086,668

高齢者活躍人材確保育成事業受託収益 33,440,000 32,353,332 1,086,668

受取会費 860,000 860,000 0

正会員受取会費 830,000 830,000 0

特別会員受取会費 30,000 30,000 0

受取補助金等 18,567,000 18,567,000 0

受取国庫補助金 9,080,000 9,080,000 0

受取県補助金 9,080,000 9,080,000 0

受取全シ協支援事業費 407,000 407,000 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取負担金 2,896,000 2,866,720 29,280

受取連合会負担金 2,778,000 2,778,576 △ 576

受取全シ協負担金 118,000 88,144 29,856

雑収益 4,000 516,223 △ 512,223

受取利息 1,000 0 1,000

雑収益 3,000 516,223 △ 513,223

委託金等返還 0 0 0

経常収益計 295,767,000 300,706,571 △ 4,939,571

(2)経常費用

事業費 295,340,000 298,255,457 △ 2,915,457

支払会員賃金 187,520,000 193,294,308 △ 5,774,308

支払会員交通費 1,200,000 1,228,639 △ 28,639

支払会員法定福利費 938,000 729,944 208,056

給料手当 19,758,934 19,417,249 341,685

臨時雇賃金 5,386,027 5,230,940 155,087

法定福利費 3,884,704 3,795,977 88,727

退職給付費用 1,688,894 1,526,945 161,949

福利厚生費 106,000 94,145 11,855

旅費交通費 1,122,000 836,267 285,733

通信運搬費 415,600 300,203 115,397

減価償却費 15,000 14,372 628

什器備品費 100,000 0 100,000

消耗品費 837,823 750,432 87,391

修繕費 103,000 0 103,000

印刷製本費 1,541,500 1,541,100 400

光熱水料費 566,200 416,787 149,413

賃借料 5,137,802 4,835,788 302,014

保険料 417,619 389,133 28,486

諸謝金 1,767,580 1,737,420 30,160

租税公課 19,952,422 20,985,883 △ 1,033,461

支払負担金 15,000 15,000 0

支払助成金 0 0 0

委託費 6,620,300 5,677,935 942,365

活動拠点委託費 24,120,000 23,407,131 712,869

教材費 1,081,000 1,080,480 520

支払手数料 378,195 283,439 94,756

支払委託金等返還 0 0 0

広報費 10,666,400 10,665,940 460

科目



予算額 決算額 差異科目

管理費 1,823,000 1,502,501 320,499

役員報酬 261,000 231,000 30,000

給料手当 432,000 424,753 7,247

臨時雇賃金 0 0 0

法定福利費 75,000 71,102 3,898

退職給付費用 26,000 23,125 2,875

福利厚生費 1,000 465 535

会議費 13,000 12,100 900

役員等旅費交通費 167,000 111,530 55,470

旅費交通費 96,000 7,540 88,460

通信運搬費 35,000 15,762 19,238

減価償却費 0 0 0

什器備品費 0 0 0

消耗品費 36,000 15,372 20,628

修繕費 2,000 0 2,000

印刷製本費 65,000 64,944 56

光熱水料費 12,000 8,625 3,375

賃借料 236,000 194,532 41,468

保険料 61,000 60,963 37

諸謝金 0 0 0

租税公課 3,000 2,320 680

支払負担金 144,000 144,000 0

委託費 67,000 58,192 8,808

支払手数料 23,000 19,746 3,254

雑費 68,000 36,430 31,570

経常費用計 297,163,000 299,757,958 △ 2,594,958

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,396,000 948,613 △ 2,344,613

基本財産評価損益等 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 1,396,000 948,613 △ 2,344,613

 2.経常外増減の部

(1)経常外収益

過年度委託金等返還 0 0 0

過年度委託金等返還 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

(2)経常外費用

固定資産除却損 4 4 0

什器備品除却損 4 4 0

過年度支払委託金等返還 0 0 0

過年度支払委託金等返還 0 0 0

経常外費用計 4 4 0

当期経常外増減額 △ 4 △ 4 0

   当期一般正味財産増減額 △ 1,396,004 948,609 △ 2,344,613

   一般正味財産期首残高 29,039,713 29,039,713 0

   一般正味財産期末残高 27,643,709 29,988,322 △ 2,344,613

Ⅱ指定正味財産増減の部

(1)収益

収益計 0 0 0

(2)費用

費用計 0 0 0

   当期指定正味財産増減額 0 0 0

   指定正味財産期首残高 0 0 0

   指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 27,643,709 29,988,322 △ 2,344,613



収　支　計　算　書　（注記）

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで

1.投資活動及び財務活動に関する実績

(単位：円)
予算額 決算額 差異

【投資活動収支の部】

<投資活動収入>

特定資産取崩収入 11,000,000 11,000,000 0

財政調整資金積立資産取崩収入 11,000,000 11,000,000 0

敷金・保証金等戻り収入 0 0 0

預託金戻り収入 0 0 0

財政調整基金貸付金返済収入 11,000,000 10,000,000 1,000,000

財政調整基金貸付金返済収入 11,000,000 10,000,000 1,000,000

投資活動収入計 22,000,000 21,000,000 1,000,000

<投資活動支出>

固定資産取得支出 0 0 0

什器備品購入支出 0 0 0

特定資産取得支出 11,000,000 11,000,000 0

財政調整資金積立資産取得支出 11,000,000 11,000,000 0

財政調整基金貸付金支出 11,000,000 10,000,000 1,000,000

財政調整基金貸付金支出 11,000,000 10,000,000 1,000,000

投資活動支出計 22,000,000 21,000,000 1,000,000

投資活動収支差額 0 0 0

【財務活動収支の部】

<財務活動収入>

財務活動収入計 0 0 0

<財務活動支出>

財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 0 0 0

２．預り補助金等に関する実績

(単位：円)

予算額 決算額 差異

補助金等収入 153,431,000 153,431,000 0

国庫補助金収入 153,431,000 153,431,000 0

交付金支出 153,431,000 153,431,000 0

高年齢者就業機会確保事業費支出 93,098,000 93,098,000 0

高齢者活用･現役世代ｻﾎﾟｰﾄ事業支出 60,333,000 60,333,000 0

科目

科目


